
山口県下関土木建築事務所 池村剛宜

令和２年９月１４日（月） １０：００～１６：５０

『山口システムの構成』

技術講習会（第１４回）～コンクリートの品質確保～

ちょるる：山口県PR本部長

報告「土木学会３５０委員会における
山口県の活動について」
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土木学会「コンクリート構造物の品質確保小委員会
（３５０委員会）」に山口県も委員として参加した．

３５０委員会Ⅱ期

令和２年８月２５日（火） 「成果報告会およびシンポジウム」を開催

○委員会報告書

２．山口県初の品質確保システムの各地域での試行や取組みの状況

２．１ 山口県の品質確保システムの現状と課題

○シンポジウム論文

研修モデルコースの活用について
1



研修モデルコースの活用について

１．はじめに

２．山口県の研修モデルコース

３．山口県での活用事例

４．他地域における取組み事例

５．研修モデルコースの構築と運営

６．まとめ
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○ 池村剛宜（山口県土木建築部技術管理課）

森岡弘道（山口県土木建築部）

澤村修司（(一財)山口県建設技術センター）
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１．はじめに
山口県では，新設コンクリート構造物に対する独自のひび
割れ抑制・品質確保システムを構築・運用している．
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○既設構造物研修は，技術力（スキル）に加え，意欲（マインド）

の向上にも寄与する．

○研修モデルコースを作成・公開し，県外からの視察にも活用
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コンクリート構造物品質確保の取組みの「普及・展開の手段」として
もモデルコースを活用できる．

３５０委員会Ⅱ期
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※延べ26団体、366名が視察（モデルコース公開～2020.3）
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２．山口県の研修モデルコース

図-1 対象構造物一覧表1)

山口県では，対象工事について，コ
ンクリート施工記録を作成・蓄積し，
データベースとして（一財）建設技術
センターウェブサイト2)で公開している．

図-2 モデルコースのルート図1)

（2020.3時点で1,816件を蓄積・公開）



３．山口県での活用事例
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-14:30 各自山口県に到着

15:00 -17:00 研修会（コンクリートの基本等）

8:30 -12:00 構造物視察　５箇所

12:00 -13:00 休憩

13:00 -14:00 座学（山口システムの概要）

14:00 -15:00 質疑応答・意見交換

２日目

(視察当日)

１日目

表-1 視察の概略工程

(株)熊谷組

現場経験の少ない技
術者を主とする２５名
が参加

事前学習として，２つのウェブサイトの閲覧を受入側から要望

１）山口県の「コンクリート構造物の品質確保」1)

２）CONCOM建設技術者のためのｺﾐｭﾆﾃｨｻｲﾄ「目視評価法の解説」3)

○視察当日に観察・評価，質疑の時間が確保できた．

○参加者のマインド向上に寄与した．
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構造物見学についての感想

・今までの研修と異なりただ見るだけでなく、取組内容を知る→成果物を見る→より詳細について聴
講・質問という流れで、大変内容を理解しやすかった。予習復習が自然にできていたかと思う。

・県の方がモデルコースを作られていることもあり、大人数で複数個所を回るスケジュールながらス
ムーズで好印象だった。

座学、意見交換/質疑応答についての感想

・実物を見た後でシステム運用側の方から詳しい話を聞けたのは、理解するうえで非常に良かったと
思います。また、コンクリートの品質確保という限定されたテーマで、質問もしやすかったと思います。

表-2 アンケートの回答内容（抜粋）

研修モデルコースの活用等が効果的であった．

システム導入前

座学／質疑応答・意見交換

試行段階

システム導入後

写真-1
構造物視察状況



４．他地域における取組み事例
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高知県土木施工管理技士会

高知県コンクリート診断士会

2017，2018年度

合同技術研修会で山口県を視察し，

研修モデルコースを活用

→ 各自治体の連携強化，品質確保の取組みの進化

パネルディスカッションにおいて，

各地の「好事例」を活用するｲﾍﾞﾝﾄ「コンクリート構造物サミット」提案

高知県内の構造物をフィールドとした

勉強会へと発展

写真-2 現場見学会の状況

４箇所の構造物における目
視評価法を活用した現場
見学会，座学，パネルディ
スカッションを実施



※（一財）山口県建設技術ｾﾝﾀｰ「ｺﾝｸﾘｰﾄ施工記録データ（ゲストコーナー）」の活用も可能

５．研修モデルコースの構築と運営
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条件１）安全かつ制限
なく見学ができる

条件２）場所と構造諸元
が明らかにされている

条件３）正確な施工記録
が容易に入手できる

品質確保された「好事例」の構造物

研修等のツールとして有効に活用できる．

条件１）、２）は構造物を選定し情報公開することで比較的容易に整う．

一方で条件３）は・・・

山口県の場合「施工記録データベース」だが，構築は容易でない．

⇒「好事例」の施工記録に限定した公開で条件を満足（※）

モデルコースの運営は，ウェブサイトでの公開を主とし，比較的容易

例：山口県の研修
モデルコース



６．まとめ
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○品質確保された「好事例」の構造物を有効活用すること
により，高い研修効果が得られる．

○各地域の「好事例」の構造物をとりまとめて公開すること
により，各自治体の連携強化や品質確保の取組みの進化
などの波及効果が期待できる．

（仮）コンクリート構造物サミット

有効活用への３条件
１）安全かつ制限なく見学ができる
２）場所と構造諸元が明らかにされている
３）正確な施工記録が容易に入手できる

1) 山口県「コンクリート構造物の品質確保」ウェブサイト，
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/hibiware/hibiwareyokusei.html

2)（一財）山口県建設技術センター「コンクリート構造物の品質確保」ウェブサイト，
https://www.yama-ctc.or.jp/data/index.html

3) CONCOM建設技術者のためのコミュニティサイト「目視評価法の解説」，
http://concom.jp/contents/seminar/201608/index.html
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『一緒につくりあげる という意識を共有する』



ご清聴ありがとうございました。
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平成２９年度 土木学会賞技術賞（Ⅰグループ） 平成３０年６月８日受賞

業績名 『山口県によるひび割れ抑制・品質確保システムの構築と展開』


